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今から33年程前の平成3年であったが、岡崎先生

がまだ主任教授に就任される以前のことである。私

は外科学第一からの学内ローテーション医として、放

射線医学教室で講師時代の岡崎先生から多くの御

指導を賜った。当時、腹部血管造影チームは私や佐

藤茂先生など、外人部隊と呼ばれた放射線科入局

者以外のローテーターが常勤し、岡崎先生からは

TAEはじめIVRについて多くをご指導頂いていた。

ただ、岡崎先生は元々外科医で在られたが（九州大

学１外科出身）、当時導入された鎖骨下動注ポート

挿入や経腸間膜静脈経由門脈造影など、血管造影

室には全く似つかわしくない手技の助手を私が担当さ

せて頂いていた。これが結構辛く、研修2年目の未

熟な外科手技を徹底的に厳しく御指導頂いたため、

学外の関連病院へ行って一般外科の手術をさせて

貰った方が良かったかな？と思ったことさえあった。

診療が終わっても遅くまで医局でその日の読影や治

療に関する勉強会が行われ、そのあと岡崎先生が管

理されていたデーターベースからテーマを頂き、学会

発表や論文作成に格闘する日 を々過ごした。卒後２

年目にして既に医師としての学習習慣を整えて頂き、

以後大学教官として生きて行く姿勢を学んだ。

受け持ち患者さんは、ほぼ全員が肝不全患者で肝

硬変、肝癌を経て壮絶な最期を共にした。当時は告

知しない時代であったが、アミノレバンと新鮮凍結血

漿を通常点滴として用い、吐血・下血の中で一家の

主人が当然死期を悟り、残る家族のために奔走する

姿には言葉に出来ないほど心を打たれた。この生死

観の中で究極のreplacement治療は移植医療では

ないかと考えるようになった。当時はほとんど病棟か

医局で暮らしていたのであるが、ある日岡崎先生に

呼ばれ「夏休みをやるからどこか見学に行って人生を

決めてこい」と言われた。わずか１週間余りであった

が、1991年当時肝移植の聖地であった、Pittsburgh

大学に紹介状１通だけを持ち見学に向かった。

日本では1997年に臓器移植法が成立し、1999年に

訃 報

腹部血管造影チームの一員としての思い出
再生移植医学講座主任教授／福岡大学医学部長 小 玉 正 太

● 訃 報 ●

正会員 橋 口 雅 尚先生 令和６年 5月 9日 ご逝去（4回生）
正会員 井 上 廣先生 令和４年 7月16日 ご逝去（6回生）
正会員 村 永 実 幸先生 令和５年11月 6日 ご逝去（9回生）
正会員 林 伸 昭先生 令和４年10月20日 ご逝去（10回生）
正会員 大 城 徹先生 令和４年 7月16日 ご逝去（22回生）
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は臓器移植法施行後初の脳死ドナーからの臓器移

植実施となったが、それ以前のことであった。当時、

見学先のPittsburgh大学には日常一般診療として

確立した移植医療があった。故Starzl教授もバイパ

ス術後でセミ・リタイアの身ではあったが、カンファレ

ンス等では座長をされ、病理医を交えた移植カンファ

では泣き止まぬ自分の赤ん坊をあやしながら、プレゼ

ンをしている医師が印象的で、日本では有り得んこと

だなと感じたことを記憶する。帰国して移植外科医

になりたい想いを岡崎先生に伝えると大変喜ばれ、

翌週の厚労省班会議にお連れ頂き国立がんセンター

で岡崎先生の元同僚であられた幕内先生と、そちら

に弟子入りされていた１外科先輩の嘉数先生をご紹

介頂いた。そして放射線科ローテンション後、膵頭

十二指腸切除後再建術の今永法ゆかりの愛知県が

んセンターに消化器外科チーフ・レジデントとして勤

務するが、岡崎先生の弟子というだけで放射線科の

荒井部長（後に国立がんセンター部長として異動）ほ

か、多くの外科指導医にも可愛がって頂いたものであ

った。

現在、血管造影室でエコーガイド下門脈穿刺によ

る経門脈的膵島移植を吉満教授にお願いして、高山

先生に担当して頂いている。思えば膵島移植黎明

期には東原先生、高良先生に御尽力頂き先進医療

から保険診療となった。不肖の弟子の一人として、

肝臓移植外科医にはならずとも、血管造影室で現行

の移植医療を指導する身となった。時に血管造影室

で指導医から指導される若い医師の姿に、当時の自

分の面影を重ねDejavuを感じることがある。

ご指導頂きましたことに心から感謝申し上げ、ご冥

福をお祈り致します。

● 訃 報 ●
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● 烏帽子会資料 ●

医局長・医長名簿

外来医長病棟医長医 局 長
［ 福 岡 大 学 病 院 ］

茂 木 愛 浦中 島 勇 太 雲佐々木 秀 法腫瘍・血液･感染症内科
横 溝 久牟 田 芳 実 叡髙 士 祐 一内 分 泌 ・ 糖 尿 病 内 科
加 藤 悠 太 餌田 代 浩 平有 村 聴 噂循 環 器 内 科
田 中 崇古 賀 毅 彦 餌船 越 禎 広 姥消 化 器 内 科
井 上 博 之春 藤 裕 樹濵 田 直 樹呼 吸 器 内 科
多 田 和 弘嶋 本 聖伊 藤 健 二 浦腎 臓 ･膠 原 病 内 科

伊 藤 建 二 浦血液浄化療法センター
合 馬 慎 二 姥井 上 賢 一 映三 嶋 崇 靖 雲脳 神 経 内 科
原 田 康 平畑 中 聡 仁飯 田 仁 志 荏精 神 神 経 科
吉 村 裕 太〃 （ デ ィ ケ ア ）
後 藤 綾 子古 賀 信 彦 影宮 本 辰 樹 閏小 児 科
中 島 亮内 藤 滋 俊梶 原 正 俊消 化 器 外 科

中 島 裕 康宮 原 聡呼吸器・乳腺内分泌・小児外科
塩 川 晃 章 云廣 田 高 志 荏瀬 尾 哉整 形 外 科
立 道 早 佳谷 ありさ小 柳 俊 彰形 成 外 科
田 中 秀 明吉 永 進太郎 嬰小 林 広 昌 荏脳 神 経 外 科
古 井 雅 人寺 谷 裕 充 雲桑 原 豪 閏心 臓 血 管 外 科
佐 藤 絵 美 運大 賀 保 範清 水 裕 毅 嬰皮 膚 科
岡 部 雄郡 家 直 敬松 﨑 洋 吏 閏腎 泌 尿 器 外 科
井 槌 大 介 （産 科）漆 山 大 知 雲（産 科）吉 川 賢 一 嬰産 婦 人 科
清 島 千 尋 （婦人科）重 川 浩一郎 映（婦人科）〃
川 村 朋 子上 野 智 弘 叡原 田 一 宏眼 科
木 庭 忠 士妻 鳥 敬一郎 荏佐 藤 晋 運耳 鼻 咽 喉 科
中 根 慎一朗赤 井 智 春 閏高 山 幸 久放 射 線 科
柴 田 志 保 瓜平 井 規 雅三 股 亮 介 荏麻 酔 科
吉 野 綾喜 多 涼 介瀬 戸 美 夏歯 科 口 腔 外 科
奥 津 翔 太 影鈴 山 裕 貴 叡坂 本 篤 彦総 合 診 療 科

上 杉 憲 子病 理 部
髙 田 耕 平臨 床 検 査 部 ・ 輸 血 部

村 西 謙太郎 営森 本 紳 一 営救 命 救 急 セ ン タ ー
瀬戸上 貴 資 瓜（新生児部門）総合周産期母子医療センター
小 幡 聡 （小児外来）〃

野 下 育 真鈴 山 裕 貴 叡臓器移植医療センター
［ 福 岡 大 学 筑 紫 病 院 ］

（泌尿器科）宮 島 茂 郎 鰻筑紫病院（総医局長）
松 岡 優 太 営高 宮 陽 介 瓜池 周 而 厩循 環 器 内 科
小 林 邦 久工 藤 忠 睦 姥阿 部 一 朗内 分 泌 ・ 糖 尿 病 内 科
吉 田 祐 士 雲木 下 義 晃串 間 尚 子呼 吸 器 内 科
武 田 輝 之 雲八 坂 達 尚 荏小 野 陽一郎 瓜消 化 器 内 科
津 川 潤津 川 潤津 川 潤脳 神 経 内 科
坂 口 崇塩 手 仁 也 嬰久保田 慧 営小 児 科
東 大二郎 碓小 島 大 望 瓜宮 坂 義 浩外 科
吉 田 康 浩 厩森 下 麻理奈 永吉 田 康 浩呼 吸 器 ･乳 腺 外 科
蓑 川 創 運小 阪 英 智 叡坂 本 哲 哉整 形 外 科
新 居 浩 平 厩井 上 律 郎 云井 上 律 郎 云脳 神 経 外 科
王 丸 泰 成 雲宮 島 茂 郎 鰻宮 島 茂 郎 鰻泌 尿 器 科
下 川 亜沙美森 雄二郎芳 賀 聡眼 科
坂 田 健太郎 曳坂 田 健太郎 曳三 橋 泰 仁 餌耳 鼻 い ん こ う 科

浦 川 博 史 碓放 射 線 科
崎 原 永 志 餌救 急 ･総 合 診 療 科
若 崎 るみ枝麻 酔 科

（○内の数字は福大医学部卒業回） 令和6年4月現在



去る5月7日、福岡大学病院機能の中核を担う、新しい本館の運用が開始されました。地上11階建てで、
屋上にヘリポートを備えた最新鋭の本丸には、1973年以来50年にわたりアップデートし続けた旧本館の
機能が、ほぼ全て移されました。これで大規模震災による不安は軽減され、次の50年を紡ぎ続けるための
最重要ツールが得られたことになります。あとは、ワークライフバランスや自己効力感といったキーワー
ドに注視しながら、時代に見合った運用システムを構築できるかが鍵になります。多様な志を持った人材
を維持できるか否かは、その点にかかっているように思います。紡ぎ手の確保なくして福岡大学病院の歩
みはありません。より多くの知恵を出し合って取り組むべき課題です。

烏帽子会　広報担当理事　坂田　俊文（10回生）
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教育職員人事（講師以上）
（○内の数字は福大医学部卒業回）［令和5.10.2～令和6.4.1］

摘　　要発令日氏　　名資　格所　属区分
5.11.30朔　　　啓二郎　陰教 授学 長

退 職

定年退職6.  3.31石　倉　宏　恭教 授救 命 救 急 医 学
定年退職6.  3.31川　嵜　弘　詔教 授精 神 医 学
定年退職6.  3.31久　保　真　一教 授法 医 学
定年退職6.  3.31向　坂　彰太郎教 授総合医学研究センター
定年退職6.  3.31坪　井　義　夫教 授脳 神 経 内 科 学
定年退職6.  3.31林　　　英　之　陰教 授総合医学研究センター
定年退職6.  3.31長　町　茂　樹教 授放 射 線 部 第 二
定年退職6.  3.31植　木　敏　晴　羽教 授筑 紫 消 化 器 科
定年退職6.  3.31松　尾　邦　浩　羽准 教 授筑紫救急･総合診療科

6.  3.31藤　岡　伸　助　瓜准 教 授脳 神 経 内 科 学
6.  3.31宮　田　康　平　云准 教 授産 婦 人 科
6.  3.31太　田　栄　治　唄准 教 授総合周産期母子医療センター
6.  3.31原　賀　勇　壮　臼講 師麻 酔 科
6.  3.31田　浦　政　彦講 師耳 鼻 咽 喉 科
6.  3.31坂　本　王　哉　噂講 師筑 紫 脳 神 経 外 科
6.  3.31野　口　幸　子講師（4-7）産 婦 人 科
6.  4.  1馬　場　康　彦　欝教 授脳 神 経 内 科 学

採 用
6.  4.  1森　下　雄一郎　欝准 教 授整 形 外 科 学
6.  4.  1大　賀　保　範講師（4-7）皮 膚 科 学
6.  4.  1Huang Jane　欝講師（4-7）眼 科 学
6.  4.  1柳　原　豊　史講師（4-7）寄付研究連携呼吸器睡眠医学講座
6.  4.  1北　島　　　研　蔚教 授医 学 教 育 推 進 講 座

昇 格

6.  4.  1仲　村　佳　彦　閏教 授救 命 救 急 医 学
6.  4.  1堀　　　　　輝教 授精 神 医 学
6.  4.  1小　吉　里　枝　噂教 授医 療 安 全 管 理 部
6.  4.  1久　部　高　司　渦教 授筑 紫 消 化 器 内 科
6.  4.  1髙　士　祐　一准 教 授内分泌･糖尿病内科学
6.  4.  1木　下　浩　一　瓜准 教 授整 形 外 科
6.  4.  1横　溝　　　久准 教 授内 分 泌 ･糖 尿 病 内 科
6.  4.  1宮　坂　義　浩准 教 授筑 紫 外 科
6.  4.  1川　村　朋　子講 師眼 科
6.  4.  1田　中　　　潤講 師整 形 外 科
6.  4.  1田　中　　　崇講 師消 化 器 内 科
6.  4.  1中　島　裕　康講 師呼吸器・乳腺内分泌・小児外科
6.  4.  1瀬　尾　　　哉　雲講師（4-7）整 形 外 科 学
6.  4.  1平　川　豊　文　嬰講師（4-7）産 科 婦 人 科 学
6.  4.  1瀬戸上　貴　資　瓜講師（4-7）総合周産期母子医療センター
6.  4.  1中　尾　　　明講師（4-7）呼 吸 器 内 科
6.  4.  1松　本　芳　子　餌講師（4-7）消 化 器 外 科
6.  4.  1宮　崎　　　健　叡講師（4-7）腎 泌 尿 器 科 外
6.  4.  1渡　邉　利　史講師（4-7）筑 紫 外 科

●　教職員人事／編集後記　●




